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A Historical Study of Pure Land Buddhism of Daochuo’s 
Logic of Cause and Effect
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Summary 
Daochuo discusses the principles of the two truths. On the basis of that, he reveals 
the teachings of aspiration for birth in the Pure Land, based on which he clarifies 
the cause and effect of the “existence rooted in emptiness.” He argues that the 
logic of cause and effect is empty within the Pure Land, which is the realm of 
non-phenomena. His view was influenced by Tanluan’s thought regarding the 
emptiness of the logic of cause and effect. This view of Daochuo had an influence 
on Shinran’s Pure Land teachings. In these teachings, we are able to witness 
thoughts that can be regarded as elements of Shinshu Theology.

道綽浄土教における因果論の教理史的研究

田 中 無 量
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道
綽
浄
土
教
に
お
け
る
因
果
論
の
教
理
史
的
研
究

田

中

無

量

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
僧
肇
／
曇
鸞
／
道
綽
／
親
鸞
／
往
生
浄
土

序

論

道
綽
（
五
六
二
～
六
四
五
）
は
、『
観
経
』
の
要
義
を
示
し
安
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
勧
め
る
『
安
楽
集
』
を
著
し
て
い
る
。
そ

の
『
安
楽
集
』
に
お
い
て
道
綽
は
、
約
時
被
機
の
立
場
に
立
ち
機
感
の
不
同
を
述
べ
、
上
輩
生
の
無
相
即
相
土
の
往
生
と
凡
夫
の

力
微
な
る
相
善
に
よ
る
相
土
往
生
と
を
明
か
し
、
凡
聖
通
往
の
論
理
を
語
っ
て
い
く
。
か
か
る
道
綽
の
浄
土
思
想
は
、
曇
鸞
（
四

七
六
～
五
四
二
）
の
思
想
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、『
観
経
』
の
古
今
楷
定
を
行
う
善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
）
へ
と
継
承
さ

れ
て
い
く
。
こ
の
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
は
、
親
鸞
浄
土
教
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
七
高
僧
と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
真

宗
七
祖
」
の
第
三
祖
、
第
四
祖
、
第
五
祖
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
曇
鸞
と
道
綽
は
、
思
想
的
関
連
性
が
非
常
に
強
く
、
道
綽
浄
土

教
の
思
想
を
考
え
る
場
合
、
曇
鸞
思
想
を
背
景
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
て
浄
土
教
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
教
者
に
と
っ
て
往
生
浄
土
の
思
想

と
そ
れ
に
伴
う
往
生
浄
土
の
因
果
論
は
、
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
仏
教
と
は
、
生
死
輪
廻
を
超
克
し
転
迷
開
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悟
の
解
脱
を
得
る
と
い
う
証
果
獲
得
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
因
果
論
は
、
浄
土
教
に
限
ら
ず
仏
教
思
想
全
般
に
お
い
て

解
決
す
べ
き
普
遍
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
真
宗
学
」
の
教
理
史
的
研
究
の
分
野
で
は
、「
無
量
寿
経
」（
異
本
含
む（

1
（

）、

「
真
宗
七
祖
」
第
三
祖
の
曇
鸞
、
親
鸞
教
学
（
往
生
浄
土
〈
即
得
往
生
〉
の
因
果
、
阿
弥
陀
仏
論
な
ど（

2
（

）
等
に
お
い
て
、
浄
土
教

の
因
果
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た（

3
（

。
し
か
し
道
綽
浄
土
教
の
因
果
論
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因

と
し
て
、
曇
鸞
と
道
綽
は
思
想
的
関
連
性
が
非
常
に
強
い
こ
と（

（
（

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
因
果
論
に
つ
い
て
も
曇
鸞
と
道

綽
は
同
様
の
論
理
で
あ
っ
て
、
道
綽
独
自
の
も
の
は
特
に
な
い
だ
ろ
う
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
考
え
が
背
景
に
あ
り
、
道
綽
浄
土

教
の
因
果
論
に
つ
い
て
特
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
曇
鸞
と
道
綽
で
は
直
接
的
な
思
想
背
景
が

異
な
っ
て
い
る
。
曇
鸞
は
、
僧
肇
（
三
八
四
、
一
説
に
三
七
四
～
四
一
四
）
を
媒
介
と
し
て
般
若
思
想
を
研
鑽
し
た
、
北
朝
時
代

の
中
観
の
仏
教
者
（
北
地
四
論
・
四
論
学
派
の
学
匠
）
と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
世
親
の
『
浄
土
論
』
を
註
釈
し
、

『
往
生
論
註
』
を
著
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
道
綽
は
『
涅
槃
経
』
の
研
究
に
従
事
し
、
そ
の
後
、
実
践
教
団
を
主
宰
し
た
慧
鑽

（
五
三
六
～
六
〇
七
）
を
師
と
し
て
お
り
、
北
朝
仏
教
の
影
響
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
直
接
的
に
僧
肇
の
般
若
思
想
の
影
響
を

受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
拙
稿（

5
（

に
論
じ
た
よ
う
に
、
曇
鸞
と
道
綽
に
は
二
諦
理
解
や
二
種
法
身
説
の
構
造
に
大
き
な

相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
北
朝
仏
教
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
た
僧
肇
の
般
若
思
想
を
軸
に
、
曇
鸞
浄
土
教
と
の
思
想
的
相
違
を

示
す
こ
と
で
、
道
綽
浄
土
教
の
特
徴
あ
る
因
果
論
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
親
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
因
果
論
の
系
譜
の
一
端

を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
に
論
じ
る
通
り
、
僧
肇
思
想
に
は
〈
⒜
真
実
〉（
言
説
・
観
念
の
超
克
・
名
教
外
）
と
〈
⒝
方

便
〉（
言
説
・
観
念
の
内
・
名
教
内
）
の
概
念
に
加
え
、
⒝
「
方
便
」（
名
教
内
）
の
う
ち
に
、
⒝
①
「
真
諦
」（
名
教
の
真
諦
）

と
⒝
②
「
俗
諦
」（
名
教
の
俗
諦
）
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
曇
鸞
や
道
綽
に
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
考
で
は

⒜
「
真
実
」・
⒝
「
方
便
」・
⒝
①
「
名
教
の
真
諦
」・
⒝
②
「
名
教
の
俗
諦
」
の
四
種
の
分
類
に
補
い
な
が
ら
論
考
し
て
い
る
。
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一

僧
肇
に
お
け
る
二
諦

鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
～
四
一
三
）
の
門
下
に
お
い
て
「
解
空
第
一
」
と
称
さ
れ
た
僧
肇
は
、
北
朝
仏
教
の
指
導
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
僧
肇
は
『
不
真
空
論
』
に
お
い
て
、
二
諦
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
僧
肇
は
、
名
教
の
外
に
あ
る
「
第
一
真

諦
」（
真
実
）
を
説
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

夫
れ
物
を
以
て
物
を
物
と
す
れ
ば
、
則
ち
物
と
す
る
所
而
も
物
な
る
べ
し
。
物
を
物
と
す
る
に
物
に
非
ざ
る
を
以
て
故
に
物

と
す
と
雖
も
而
も
物
に
非
す
。
是
を
以
て
物
は
名
に
即
し
て
真
を
履
ま
ず
。
然
れ
ば
則
ち
真
諦
独
り
名
教
之
外
に
静
な
り
。

（
中
略
）
摩
訶
衍
論
に
「
諸
法
は
亦
有
相
に
非
す
、
亦
無
相
に
非
す
」
と
云
ひ
、
中
論
に
「
諸
法
は
有
な
ら
ず
、
無
な
ら
ず
」

と
云
ふ
は
、
第
一
眞
諦
な
り
。 

（
大
正
四
五
・
一
五
二
上
～
中
。
傍
線
部
は
引
用
者
、
以
下
同
。）

と
述
べ
、「
名
教
」（
言
説
・
教
説
・
概
念
）
の
外
に
独
り
静
か
に
あ
る
「
非
有
非
無
」
の
「
真
諦
」
の
こ
と
を
、
⒜
「
第
一
真

諦
」（
無
相
真
諦
）
と
し
て
明
か
し
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
僧
肇
は
、
名
教
内
の
真
諦
と
俗
諦
の
相
即
を
明
か
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、

放
光
に
云
く
、「
第
一
真
諦
は
成
ず
る
こ
と
無
く
、
得
す
る
こ
と
無
し
。
世
俗
諦
の
故
に
、
便
ち
成
ず
る
こ
と
有
り
、
得
す

る
こ
と
有
り
」
と
。
夫
れ
有
得
は
即
ち
是
れ
無
得
の
偽
号
に
し
て
、
無
得
は
即
ち
是
れ
有
得
の
真
名
な
り
。
真
名
な
る
が
故

に
、
真
な
り
と
雖
も
而
も
有
に
非
す
、
偽
号
な
る
が
故
に
、
偽
な
り
と
雖
も
而
も
無
に
非
す
。（
中
略
）
二
言
未
だ
始
よ
り

一
に
あ
ら
ず
、
二
理
未
だ
始
よ
り
殊
る
に
あ
ら
ず
。
故
に
経
に
云
く
、「
真
諦
と
俗
諦
と
は
異
な
り
有
り
と
謂
ふ
や
。
答
へ

て
曰
く
異
り
無
き
な
り
」
と
。 

（
同
前
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
僧
肇
は
、「
名
教
」（
言
説
・
概
念
）
の
外
に
あ
る
〝
無
成
無
得
〟
の
⒜
「
第
一
真
諦
」
と
は
別
に
、〝
有
成
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有
得
〟
の
⒝
「
世
俗
諦
」
を
表
わ
し
、
そ
の
⒝
「
世
俗
諦
」（
有
成
有
得
・
名
教
）
の
内
に
お
い
て
⒝
①
「（
名
教
の
）
真
諦
」

（
非
有
・
無
得
・
真
諦
）
と
⒝
②
「（
名
教
の
）
俗
諦
」（
非
無
・
有
得
・
俗
諦
）
を
示
し
て
、「
異
な
り
無
き
」
相
即
の
関
係
（
不

一
不
異
）
を
語
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
示
す
る
。

直
だ
真
諦
を
弁
ず
る
に
は
以
て
非
有
を
明
し
、
俗
諦
に
は
以
て
非
無
を
明
す
。
豈
に
諦
の
二
を
以
て
物
に
二
あ
ら
ん
や
。
然

れ
ば
則
ち
萬
物
は
果
し
て
其
の
有
な
ら
ざ
る
所
以
有
り
、
其
の
無
な
ら
ざ
る
所
以
有
る
な
り
、
其
の
有
な
ら
ざ
る
所
以
有
る

が
故
に
有
な
り
と
雖
も
而
も
有
に
非
す
、
其
の
無
な
ら
ざ
る
所
以
有
る
が
故
に
無
な
り
と
雖
も
而
も
無
に
非
す
。（
中
略
）

然
れ
ば
則
ち
有
無
称
を
異
に
す
る
も
、
其
の
致
一
な
り
。 

（
同
前
）

こ
こ
に
僧
肇
は
、
改
め
て
⒝
①
「（
名
教
の
）
真
諦
」
＝
「
非
有
」、
⒝
②
「（
名
教
の
）
俗
諦
」
＝
「
非
無
」
を
示
し
、
そ
の

二
諦
は
不
一
不
異
・
相
即
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
要
す
る
に
僧
肇
は
、「
名
教
」（
世
俗
諦
・
方
便
）
に
お
い
て

「
真
諦
」（
非
有
）
と
「
俗
諦
」（
非
無
）
の
二
諦
を
表
わ
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
名
教
内
（
方
便
）
の
真
俗
二
諦
の
関
係
を
相
即

で
あ
る
と
も
示
し
な
が
ら
、
そ
の
両
者
を
否
定
す
る
「
非
有
非
無
」
の
論
理
に
よ
っ
て
、
言
説
を
超
克
し
た
名
教
外
の
⒜
「
真

実
」（
第
一
真
諦
・
無
相
真
諦
）
を
明
か
す
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
僧
肇
思
想
に
は
、
⒜
「
第
一
真
諦
」（
真
実
・
名
教
外
）・

⒝
「
世
俗
諦
」（
方
便
・
名
教
内
）・
⒝
①
「（
名
教
の
）
真
諦
」・
⒝
②
「（
名
教
の
）
俗
諦
」
の
四
種
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
い
、

以
下
四
種
に
分
類
し
て
示
す
。
こ
の
う
ち
、
⒜
「
真
実
」
と
⒝
「
方
便
」
に
語
ら
れ
る
二
諦
を
、「
約
理
の
二
諦
」

─
真
理
に

つ
い
て
い
う
二
諦

─
と
い
い
、
⒝
①
「（
名
教
の
）
真
諦
」
と
⒝
②
「（
名
教
の
）
俗
諦
」
に
語
ら
れ
る
二
諦
を
、「
約
教
の
二

諦
」

─
教
説
に
つ
い
て
い
う
二
諦

─
と
い
う（

8
（

。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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二

曇
鸞
・
道
綽
に
お
け
る
二
諦
説
と
仏
身
仏
土
論

右
の
僧
肇
の
二
諦
説
を
基
底
と
し
て
、
曇
鸞
は
二
諦
説
と
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
、
道
綽
は
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
自
ら
の
二
諦

説
に
基
づ
き
仏
身
仏
土
論
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
論
じ
て
い
る（

9
（

が
、
因
果
論
に
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
な
の
で
簡
潔

に
述
べ
て
お
き
た
い
。

 

 

図
１

僧
肇
に
み
る
約
理
・
約
教
の
二
諦

《
⒜
真
実
》（
言
説
・
観
念
の
超
克
〈
名
教
外
〉）

《
⒝
方
便
》（
言
説
・
観
念
の
内
〈
名
教
内
〉）

約
理
の
二
諦

⒜
真
実
・
第
一
義
諦

⒝
方
便
・
世
俗
諦約

教
の
二
諦

⒜
真
実
・
第
一
真
諦

⒝
①
（
名
教
の
）
真
諦

⒝
②
（
名
教
の
）
俗
諦
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ま
ず
曇
鸞
は
、
世
親
の
『
論
』
所
説
の
「
智
慧
」
を
「
智
」
と
「
慧
」
に
分
釈
し
、「
智
慧
の
智
」
を
「
方
便
」
に
、「
智
慧
の

慧
」
を
「
般
若
」
に
配
釈
し
、
さ
ら
に
『
論
』
所
説
の
「
第
一
義
諦
」
の
「
諦
」
を
「
境
」（
境
界
・
相
）
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

し
た
が
っ
て
曇
鸞
思
想
は
、
⒝
「
方
便
」
の
う
ち
に
、
⒝
①
「
智
慧
」
と
⒝
②
「
方
便
」
を
示
す
、
約
教
の
二
諦
の
構
造
を
持
つ
。

そ
し
て
そ
の
構
造
に
基
づ
き
仏
身
仏
土
論
を
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
下
・
浄
入
願
心
章
」
に
、

略
し
て
一
法
句
に
入
る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。
上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四

句
と
を
広
と
な
す
。
一
法
句
に
入
る
を
略
と
な
す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二

種
の
法
身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身

に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広

略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。 

（『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇（
註
釈
版
）』〔
以
下
、『
註
釈
版
七
祖
』と
称
す
〕一
三
九
頁
）

と
述
べ
る
。
従
来
、
⒜
「
法
性
法
身
」
＝
「
略
」、
⒝
「
方
便
法
身
」
＝
「
広
」
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
「
第
一
義
諦
」

の
「
諦
」
を
「
境
」（
境
界
・
相
）
と
し
、「
智
慧
の
智
」
を
「
方
便
」
と
す
る
曇
鸞
独
自
の
解
釈
と
整
合
し
な
い
。
曇
鸞
は
約
教

の
二
諦
の
立
場
に
た
ち
、「
法
性
法
身
」
＝
「
略
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
で
は
な
く
、「
法
身
」
＝
「
略
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
と
し
、

「
略
・
法
身
」（
⒝
①
無
相
即
相
）
の
内
に
、
二
種
法
身
、
つ
ま
り
「
法
性
の
法
身
」
と
「
方
便
の
法
身
」
の
由
生
由
出
・
不
一
不

異
（
相
即
）
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
法
性
」
＝
⒜
「
般
若
」（
慧
）、「
略
・
一
法
句
・
法
身
」
＝
⒝
①
「
智

慧
」、「
広
・
二
十
九
種
荘
厳
」
＝
⒝
②
「
方
便
」（
智
）
の
三
種
に
配
当
し
て
い
る
。
こ
れ
が
曇
鸞
に
お
け
る
弥
陀
浄
土
の
二
種

法
身
説
・
広
略
相
入
の
論
理
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
道
綽
は
、
道
綽
は
曇
鸞
の
文
を
よ
く
引
用
し
て
い
る
が
、
曇
鸞
思
想
が
約
教
の
二
諦
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
根

拠
と
な
る
、「
智
」
＝
「
方
便
」・「
慧
」
＝
「
般
若
」
の
説
示
や
、「
第
一
真
諦
」
釈
の
「
諦
」
＝
「
境
」
と
す
る
箇
所
は
、
引
用

し
て
い
な
い
。
ま
た
道
綽
は
主
著
『
安
楽
集
』
に
お
い
て
、「
二
諦
」
に
つ
い
て
多
く
語
り
、『
論
註
』（
取
意
）
の
引
用
個
所
で
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は
、
曇
鸞
自
身
に
説
示
さ
れ
て
い
な
い
「
二
諦
」
を
付
加
し
て
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
曇
鸞
の
『
論
註
』（
同
前
・
一
三
六
頁
）

で
は
、「
す
な
は
ち
こ
れ
不
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
ず
る
を
如
実
修
行
と
名
づ
く
。」
と
示
さ
れ
、
二
諦
は
語
ら
れ
て
い
な
い
の

に
対
し
、
道
綽
の
『
安
楽
集
』（
同
前
・
二
〇
四
頁
）
で
は
、「
す
な
は
ち
こ
れ
不
行
に
し
て
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
な
れ
ば
、

二
諦
の
大
道
理
に
違
せ
ず
。」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
曇
鸞
の
『
論
註
』（
同
前
・
一
二
五
頁
）
で
は
、「
上
に
、
生
は
無
生

な
り
と
知
る
と
い
ふ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
上
品
生
の
も
の
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
が
、
道
綽
は
『
安
楽
集
』（
同
前
・
一
九
九
頁
）
に
、

「
た
だ
よ
く
生
・
無
生
を
知
り
て
二
諦
に
違
せ
ざ
る
も
の
は
、
多
く
上
輩
の
生
に
落
在
す
べ
し
。」
と
述
べ
、
こ
こ
で
も
二
諦
を
語

る
。
つ
ま
り
道
綽
は
曇
鸞
と
異
な
り
、「
不
行
即
行
」
や
「
生
無
生
」
を
「
二
諦
」
と
結
び
つ
け
、「
不
行
」「
無
生
」
を
「
第
一

義
諦
」
に
、「
行
」「
生
」
を
「
世
俗
諦
」
に
配
当
し
て
解
釈
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
道
綽
は
「
約
理
の
二
諦
」
の
立

場
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
道
綽
は
か
か
る
立
場
か
ら
、
聖
道
諸
師
に
論
駁
す
る
形
で
、
法
報
応
の
三
身
三
土
義
を
明
か
し
、
弥

陀
主
格
の
報
身
報
土
説
を
示
し
、
自
ら
の
末
法
史
観
に
立
脚
し
た
時
機
相
応
の
修
道
法
を
確
立
し
て
い
く
。

ま
ず
『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
一
大
門
・
三
身
三
土
義
」
に
、

第
七
に
略
し
て
三
身
三
土
の
義
を
明
か
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、
い
ま
現
在
の
阿
弥
陀
仏
は
こ
れ
い
づ
れ
の
身
ぞ
、
極
楽

の
国
は
こ
れ
い
づ
れ
の
土
ぞ
。
答
へ
て
い
は
く
、
現
在
の
弥
陀
は
こ
れ
報
仏
、
極
楽
宝
荘
厳
国
は
こ
れ
報
土
な
り
。（
中
略
）

い
ま
『
大
乗
同
性
経
』
に
よ
り
て
報
化
・
浄
穢
を
弁
定
せ
ば
、『
経
』（
同
・
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
浄
土
の
な
か
に
仏
と

な
り
た
ま
へ
る
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
報
身
な
り
、
穢
土
の
な
か
に
仏
と
な
り
た
ま
へ
る
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
化
身
な
り
」
と
。

（
中
略
）
何
者
か
如
来
の
法
身
。
如
来
の
真
法
身
と
は
、
色
な
く
形
な
く
、
現
な
く
着
な
く
、
見
る
べ
か
ら
ず
、
言
説
な
く
、

住
処
な
く
、
生
な
く
滅
な
し
。
こ
れ
を
真
法
身
の
義
と
名
づ
く
」
と
。 

（
同
前
一
九
一
・
一
九
二
頁
）

と
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
現
在
弥
陀
が
「
報
仏
報
土
」
で
あ
る
根
拠
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
化
身
化
土
な
ら
ば
穢
土
・

浄
土
と
も
に
仏
は
化
身
と
な
っ
て
し
ま
う
。
浄
土
の
仏
は
報
身
で
あ
り
、
穢
土
の
仏
は
化
身
で
あ
り
、
如
来
の
真
の
法
身
は
、
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「
無
言
説
」「
無
色
無
形
」「
不
生
不
滅
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
「
法
身
」
を
、
名
教
を
超
え
た
⒜
「
真
実
」
に
配
当
し
、
そ

の
⒜
「
法
身
」
よ
り
如
来
す
る
も
の
を
⒝
①
「
報
身
」（
報
土
・
浄
土
）
と
し
、
穢
濁
世
の
な
か
に
仏
と
な
る
も
の
を
、
⒝
②

「
化
身
」（
穢
土
・
化
土
）
に
配
当
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
報
身
に
隠
没
休
息
の
相
ま
し
ま
さ
ば
、
ま
た
浄
土
に
成
壊
の
事
あ
る
べ
き
や
。
答
へ
て
い
は
く
、

（
中
略
）
た
と
へ
ば
仏
身
は
常
住
な
れ
ど
も
、
衆
生
涅
槃
あ
り
と
見
る
が
ご
と
し
。
浄
土
も
ま
た
し
か
な
り
。
体
は
成
壊
に

あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
衆
生
の
所
見
に
随
ひ
て
成
あ
り
壊
あ
り
。（
中
略
）
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
浄
土
論
』
に
い
は
く
、「
一
質
成
ぜ
ざ

る
が
ゆ
ゑ
に
、
浄
穢
虧
盈
あ
り
。
異
質
成
ぜ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
原
を
捜
れ
ば
す
な
は
ち
冥
一
な
り
。
無
質
成
ぜ
ざ
る
が
ゆ
ゑ

に
、
縁
起
す
れ
ば
す
な
は
ち
万
形
な
り
」
と
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
も
し
法
性
の
浄
土
に
よ
ら
ば
す
な
は
ち
清
濁
を
論
ぜ
ず
、

も
し
報
化
の
大
悲
に
よ
ら
ば
す
な
は
ち
浄
穢
な
き
に
あ
ら
ず
。
ま
た
汎
く
仏
土
を
明
か
し
て
機
感
の
不
同
に
対
す
る
に
、
そ

の
三
種
の
差
別
あ
り
。
一
に
は
真
よ
り
報
を
垂
る
る
を
名
づ
け
て
報
土
と
な
す
。
な
ほ
日
光
の
四
天
下
を
照
ら
す
が
ご
と
し
。

法
身
は
日
の
ご
と
く
、
報
化
は
光
の
ご
と
し
。
二
に
は
無
而
忽
有
な
る
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
化
と
な
す
。（
中
略
）
三
に
は

穢
を
隠
し
浄
を
顕
す
。（
中
略
）
い
ま
こ
の
無
量
寿
国
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
真
よ
り
報
を
垂
る
る
国
な
り
。

 

（
同
前
・
一
九
四
～
一
九
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。「
仏
身
・
浄
土
」
は
「
常
住
」
だ
が
、
衆
生
は
「
涅
槃
あ
り
」
と
な
り
、
体
は
「
不
成
壊
」
で
あ
る
が
、
衆
生

の
所
見
に
よ
り
「
成
壊
あ
り
」
と
な
る
。
本
質
は
冥
一
だ
が
縁
に
よ
り
万
形
と
な
る
。
そ
し
て
法
性
の
浄
土
は
不
清
濁
で
あ
り
、

報
の
大
悲
は
「
浄
」、
化
の
大
悲
は
「
穢
」
で
あ
り
、「
真
よ
り
報
を
垂
る
」
も
の
が
報
土
（
無
量
寿
国
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

法
報
応
の
三
身
の
中
、
法
報
二
身
は
浄
土
に
限
り
、
応
身
は
穢
土
に
限
る（

（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
浄
土
の
二
種
法
身
を
明
か
す
場
合
、
曇

鸞
と
は
異
な
り
、「
浄
土
」
の
領
域
と
な
る
⒜
「
法
身
」（
無
相
）
と
⒝
①
「
報
身
」（
無
相
即
相
）
に
限
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
道
綽
は
『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
一
大
門
・
凡
聖
通
往
」
に
お
い
て
、
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な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
す
べ
か
ら
く
広
略
相
入
す
べ
き
と
な
ら
ば
、
た
だ
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法

身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
法
性
法
身
を

顕
出
す
。
こ
の
二
種
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
す
。

 

（
同
前
・
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
）

と
『
論
註
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
曇
鸞
と
は
そ
の
理
解
が
異
な
り
、
⒜
「
法
性
法
身
＝
略
」
と
⒝
①
「
方
便
法
身
＝
広
」
の
二

種
法
身
・
広
略
相
入
の
論
理
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
道
綽
が
約
理
の
二
諦
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
道
綽
は

往
生
者
の
穢
土
か
ら
弥
陀
浄
土
に
往
生
す
る
修
道
論
を
確
立
し（

（（
（

、
菩
提
心
論
に
つ
い
て
も
三
身
三
土
義
を
展
開
し
、
そ
こ
に
往
生

浄
土
の
因
果
論
を
示
し
て
い
く
。
以
上
、
曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

図
２

曇
鸞
・
道
綽
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造

《
⒜
真
実
》（
言
説
・
観
念
の
超
克
〈
名
教
外
〉）

《
⒝
方
便
》（
言
説
・
観
念
の
内
〈
名
教
内
〉）

ⅰ
曇
鸞
の
弥
陀
浄
土
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造

約
教
の
二
諦

言
説
化
・
有
相
化

⒝
①
相
即
無
相

還
相
回
向

⒝
②
有
相

⒜
真
実
・
無
相

法
身
（
法
性
・
方
便
）

方
便

法
性

略
・
一
法
句

相
入

広
・
二
十
九
種
荘
厳

非
即
非
非

第
一
義
諦

妙
境
界
相

言
説
（
有
相
）
の
超
克

平
等
法
身
・
八
地
以
上

往
相
回
向

未
証
浄
心
・
七
地
已
還
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ⅱ
道
綽
の
弥
陀
主
格
の
仏
身
仏
土
論
の
構
造

約
理
の
二
諦

大
悲

言
説
化
・
有
相
化

報
よ
り
用
を
起
こ
す

真
よ
り
報
を
垂
る
る

有
相
を
示
現

⒜
真
・
法
身
・
無
相

⒝
①
報
身
・
無
相
即
相
土

⒝
②
応
化
身
・
応
化
土

法
性
・
無
知
・
無
生

相
入
・
由
生
由
出

無
知
の
知
・
無
生
の
生

有
相
・
知
・
見
生

法
性
法
身
・
略

方
便
法
身
・
広 

・
浄

穢

法
性
浄
土

無
言
説
不
生
不
滅

報
土

応
土

果

言
説
の
超
克

（
浄
土
）

報
化
仏
を
観
る

（
穢
土
）

（
生
即
無
生
の
往
生
）

（
相
善
往
生
）

（
見
生
の
火
）

（
不
行
即
行
の
往
生
）

機
感

上
輩
・
上
品
生
・
龍
樹
・
世
親

中
下
輩
・
下
品
・
凡
夫
・
始
行
者

因

法
身
の
菩
提
心

報
身
の
菩
提
心

化
身
の
菩
提
心

法
界
遍
周
・
菩
提
・
無
上
仏
道

（
修
道
）

（
修
道
）

真
如
実
相
第
一
義
空

万
行
縁
修
報
仏
果

赴
万
機
・
益
物
円
通

濃

浄
土
の
領
域

修
道
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
方
向

淡

穢
土
の
領
域

修
道
に
よ
り
進
趣
す
べ
き
方
向
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図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
道
綽
は
因
と
果
を
説
示
し
、
修
道
に
お
け
る
因
果
を
語
っ
て
い
る
。
か
か
る
因
果
の
論
理
に
つ
い
て
、

次
に
論
じ
て
み
た
い
。

三

曇
鸞
・
道
綽
の
菩
提
心
と
十
念
に
み
る
因
果

道
綽
は
、
菩
提
心
と
十
念
に
往
生
浄
土
を
語
り
、
因
果
の
関
係
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
ず
は
菩
提
心
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

道
綽
は
『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
菩
提
心
義
」
に
、

第
一
に
菩
提
心
の
功
用
を
出
す
と
は
、『
大
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
お
ほ
よ
そ
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
か
な
ら
ず
す

べ
か
ら
く
菩
提
心
を
発
す
を
源
と
な
す
べ
し
」
と
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、「
菩
提
」
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
仏
道
の

名
な
り
。
も
し
心
を
発
し
仏
に
作
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
こ
の
心
広
大
に
し
て
法
界
に
遍
周
せ
り
。
こ
の
心
究
竟
し
て
等
し
き

こ
と
虚
空
の
ご
と
し
。（
中
略
）
も
し
よ
く
一
た
び
こ
の
心
を
発
せ
ば
、
無
始
生
死
の
有
輪
を
傾
く
。
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
菩

提
に
回
向
す
れ
ば
、
み
な
よ
く
遠
く
仏
果
に
詣
る
ま
で
失
滅
あ
る
こ
と
な
し
。 

（
同
前
・
二
〇
二
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
浄
土
往
生
の
源
は
菩
提
心
を
発
す
こ
と
で
あ
る
と
し
、
菩
提
心
（
因
）
と
し
て
往
生
浄
土
（
果
）

を
得
、
無
始
生
死
の
輪
廻
を
超
え
る
（
仏
果
）
こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
、

第
二
に
菩
提
の
名
体
を
出
す
と
は
、
し
か
る
に
菩
提
に
三
種
あ
り
。
一
に
は
法
身
の
菩
提
、
二
に
は
報
身
の
菩
提
、
三
に
は

化
身
の
菩
提
な
り
。
法
身
の
菩
提
と
い
ふ
は
、
い
は
ゆ
る
真
如
実
相
第
一
義
空
な
り
。
自
性
清
浄
に
し
て
、
体
穢
染
な
し
。

理
、
天
真
に
出
で
て
修
成
を
仮
ら
ざ
る
を
名
づ
け
て
法
身
と
な
す
。
仏
道
の
体
本
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。
報
身
の
菩
提

と
い
ふ
は
、
つ
ぶ
さ
に
万
行
を
修
し
て
よ
く
報
仏
の
果
を
感
ず
。
果
の
因
に
酬
ゆ
る
を
も
つ
て
名
づ
け
て
報
身
と
い
ふ
。
円
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通
無
礙
な
る
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。
化
身
の
菩
提
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
報
よ
り
用
を
起
し
て
、
よ
く
万
機
に
趣
く
を

名
づ
け
て
化
身
と
な
す
。
益
物
円
通
す
る
を
名
づ
け
て
菩
提
と
い
ふ
。 

（
同
前
・
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
）

と
も
述
べ
て
、
菩
提
の
名
称
と
本
体
に
つ
い
て
論
じ
る
。「
法
身
の
菩
提
」
は
「
真
如
実
相
第
一
義
空
・
自
性
清
浄
・
理
」
で
あ

り
、「
報
身
の
菩
提
」
は
仏
果
が
万
行
の
因
に
報
い
、
報
仏
の
果
を
得
る
も
の
、「
化
身
の
菩
提
」
は
報
身
よ
り
用
を
起
こ
し
あ
ら

ゆ
る
機
根
に
応
じ
る
衆
生
利
益
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
菩
提
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

第
三
に
発
心
に
異
な
る
こ
と
有
る
こ
と
を
顕
す
と
は
、
今
謂
は
く
、
行
者
因
を
修
し
心
を
発
す
に
其
の
三
種
を
具
せ
り
。
一

に
は
要
ず
須
く
有
無
本
よ
り
已
来
自
性
清
浄
な
り
と
識
達
す
べ
し
。
二
に
は
万
行
を
縁
修
す
。
八
万
四
千
の
諸
波
羅
蜜
門
等

な
り
。
三
に
は
大
慈
悲
を
本
と
為
し
て
恒
に
運
度
せ
む
と
擬
す
る
を
懐
と
為
す
。
此
の
三
因
は
能
く
大
菩
提
と
相
応
す
。
故

に
発
菩
提
心
と
名
づ
く
。
又
浄
土
論
に
拠
る
に
云
は
く
、
今
発
菩
提
心
と
言
ふ
は
正
し
く
是
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
と

は
即
ち
是
度
衆
生
心
な
り
。
度
衆
生
心
と
は
即
ち
衆
生
を
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。
今
既
に
浄
土
に

生
ぜ
む
と
願
ず
。
故
に
先
づ
須
く
菩
提
心
を
発
す
べ
し
と
。 

（
同
前
・
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
）

と
示
し
て
い
る
。
行
者
は
因
を
修
し
菩
提
心
（
法
報
応
の
三
身
）
を
発
す
と
き
、
三
種
の
す
べ
て
を
具
足
す
る
。
三
因
の
な
か
に

三
身
の
菩
提
心
が
包
摂
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
三
因
（
発
心
）
は
「
大
菩
提
」
と
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
菩
提
心
」
で

あ
る
。「
発
菩
提
心
」
は
、
仏
果
・
菩
提
の
果
を
得
、
菩
提
と
相
応
す
る
か
ら
、
三
因
（
菩
提
心
）
の
な
か
全
て
に
、
果
（
大
菩

提
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、
因
は
果
と
の
相
応
に
よ
っ
て
因
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
発
菩
提
心
」
は
「
願
作

仏
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
度
衆
生
心
」
で
あ
る
。
度
衆
生
心
は
、
衆
生
を
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
じ
さ
せ
る
心

で
あ
る
。
今
既
に
浄
土
に
生
じ
よ
う
と
願
う
（
願
生
心
＝
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
）
か
ら
、
ま
ず
は
か
な
ら
ず
菩
提
心
（
因
＝

果
）
を
発
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
因
と
果
の
関
係
性
は
、
曇
鸞
の
思
想
を
受
容
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
曇
鸞
は
『
論
註
』「
巻
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上
・
作
願
門
・
願
生
問
答
」（
同
前
・
五
四
頁
）
に
、

問
ひ
て
い
は
く
、
大
乗
経
論
の
な
か
に
、
処
々
に
「
衆
生
は
畢
竟
無
生
に
し
て
虚
空
の
ご
と
し
」
と
説
け
り
。
い
か
ん
が
天

親
菩
薩
「
願
生
」
と
い
ふ
や
。
答
へ
て
い
は
く
、「
衆
生
は
無
生
に
し
て
虚
空
の
ご
と
し
」
と
説
く
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
、

凡
夫
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
ご
と
き
実
の
衆
生
、
凡
夫
の
見
る
と
こ
ろ
の
ご
と
き
実
の
生
死
は
、
こ
の
所
見
の
事
、
畢
竟
じ
て
所

有
な
き
こ
と
、
亀
毛
の
ご
と
く
、
虚
空
の
ご
と
し
。
二
に
は
、
い
は
く
、
諸
法
は
因
縁
生
の
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
こ
れ
不
生
な

り
。
所
有
な
き
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
。
天
親
菩
薩
の
願
ず
る
と
こ
ろ
の
生
は
、
こ
れ
因
縁
の
義
な
り
。
因
縁
の
義
の
ゆ
ゑ
に

仮
に
生
と
名
づ
く
。
凡
夫
の
、
実
の
衆
生
、
実
の
生
死
あ
り
と
謂
ふ
が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
道
綽
は
『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
、

ま
た
問
ひ
て
い
は
く
、
も
ろ
も
ろ
の
大
乗
経
論
に
み
な
、「
一
切
衆
生
は
畢
竟
無
生
に
し
て
な
ほ
虚
空
の
ご
と
し
」
と
い
へ

り
。
い
か
ん
ぞ
天
親
・
龍
樹
菩
薩
み
な
往
生
を
願
ず
る
や
。
答
へ
て
い
は
く
、「
衆
生
は
畢
竟
無
生
に
し
て
虚
空
の
ご
と
し
」

と
い
ふ
は
、
二
種
の
義
あ
り
。
一
に
は
凡
夫
人
の
所
見
の
ご
と
き
は
、
実
の
衆
生
、
実
の
生
死
等
な
り
。
も
し
菩
薩
に
よ
ら

ば
、
往
生
は
畢
竟
じ
て
虚
空
の
ご
と
く
兎
角
の
ご
と
し
。
二
に
は
い
ま
「
生
」
と
い
ふ
は
こ
れ
因
縁
生
な
り
。
因
縁
生
な
る

が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
こ
れ
仮
名
の
生
な
り
。
仮
名
の
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
こ
れ
無
生
な
り
。
大
道
理
に
違
せ
ず
。
凡

夫
の
実
の
衆
生
、
実
の
生
死
あ
り
と
謂
ふ
が
ご
と
き
に
は
あ
ら
ず
。 

（
同
前
・
二
二
八
頁
）

と
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
道
綽
は
、
曇
鸞
と
同
様
に
、
願
生
の
生
を
因
縁
生
、
仮
名
生
で
あ
り
、
無
生
の
生
で
あ
る
と
説

示
す
る
。
そ
し
て
道
綽
の
場
合
は
、「
無
生
の
生
」
を
「
大
道
理
」
と
も
示
し
て
い
く
。
か
か
る
「
道
理
」
に
つ
い
て
、
道
綽
は

『
安
楽
集
』
に
お
い
て
四
度
述
べ
、「
二
諦
」
に
関
連
付
け
て
明
か
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
い
ま
い
う
大
道
理
と
は
、
先
引
に

「
二
諦
の
大
道
理
」（
同
前
・
二
〇
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
二
諦
の
道
理
の
こ
と
で
あ
り
、
道
綽
の
場
合
、
僧
肇
・
曇
鸞
の
説
く
約

教
の
二
諦
と
異
な
り
、
約
理
の
二
諦
で
あ
る
か
ら
、
⒜
「
真
諦
」（
無
生
）
と
⒝
「
俗
諦
」（
生
）
と
に
配
当
し
て
理
解
さ
れ
る
も
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の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
往
生
の
因
果
に
お
い
て
も
、
か
か
る
約
理
の
二
諦
が
基
底
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
上
・
作
願
門
・
願
生
問
答
」
に
、

問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
往
生
と
説
く
。
答
へ
て
い
は
く
、
こ
の
間
の
仮
名
人
の
な
か
に
お
い
て
五
念
門
を

修
す
る
に
、
前
念
は
後
念
の
た
め
に
因
と
な
る
。
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
と
、
決
定
し
て
一
な
る
を
得
ず
、
決
定

し
て
異
な
る
を
得
ず
。
前
心
後
心
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
一
な
ら
ば
す
な
は
ち
因
果
な
く
、

も
し
異
な
ら
ば
す
な
は
ち
相
続
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
こ
の
義
は
一
異
の
門
を
観
ず
る
論
の
な
か
に
委
曲
な
り
。

 

（
同
前
・
五
五
頁
）

と
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
曇
鸞
は
、
前
念
（
因
）
が
後
念
（
果
）
の
た
め
に
因
と
な
る
こ
と
を
明
か
す
こ
と
で
因
果
の
相
即
を
示

し
、
そ
の
上
で
「
穢
土
」
と
「
浄
土
」
の
仮
名
人
に
お
け
る
不
一
不
異
の
関
係
を
語
っ
て
い
く
。
そ
し
て
二
者
が
実
体
的
に
同
一

で
あ
れ
ば
因
果
は
な
く
、
実
体
的
に
別
異
で
あ
れ
ば
相
続
は
な
い
と
説
き
、
実
体
的
な
因
果
の
相
続
を
否
定
す
る
。
こ
こ
に
い
う

「
相
続
」
は
、「
有
」
の
相
続
で
は
な
く
、「
真
空
妙
有
」
の
相
続
で
あ
る
と
い
え
る（

（1
（

。
こ
れ
を
受
け
て
道
綽
は
『
安
楽
集
』「
巻

上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
、

又
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
の
身
に
依
る
が
故
に
往
生
を
説
く
や
。
答
へ
て
曰
は
く
、
此
の
間
の
仮
名
人
の
中
に
於
て
、
諸
の
行

門
を
修
す
れ
ば
、
前
念
は
後
念
の
与
に
因
と
作
る
。
穢
土
の
仮
名
人
と
浄
土
の
仮
名
人
と
決
定
し
て
一
な
る
こ
と
を
得
ず
、

決
定
し
て
異
な
る
こ
と
を
得
ず
。
前
心
後
心
も
亦
是
く
の
ご
と
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
若
し
決
定
し
て
一
な
ら
ば
則
ち
因

果
無
か
ら
む
。
若
し
決
定
し
て
異
な
ら
ば
則
ち
相
続
に
非
ず
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
横
竪
別
な
り
と
雖
も
、
始
終
是
一

の
行
者
な
り
。 

（
同
前
・
二
三
〇
～
二
三
一
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
曇
鸞
の
因
果
論
を
依
用
し
、
穢
土
と
浄
土
の
仮
名
人
の
不
一
不
異
を
語
り
、
二
者
が
実
体
的

に
同
一
で
あ
れ
ば
因
果
は
な
く
、
別
異
で
あ
れ
ば
相
続
は
な
い
と
し
、
実
体
的
な
因
果
論
を
否
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
道
綽
は
、
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曇
鸞
の
「
真
空
妙
有
」
の
因
果
論
を
受
容
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
曇
鸞
に
は
説
示
さ
れ
て
い
な
い
「
始
終
是

一
」
と
述
べ
る
。「
是
の
義
を
以
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
に
い
う
「
一
」
と
は
実
体
的
な
意
味
で
の
同
一
の
こ
と
で
は
な
く
、

不
異
（
不
一
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
始
」
と
「
終
」
の
相
即
（
不
一
不
異
）
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
始
」
と
「
終
」

の
因
果
の
「
空
」
を
も
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
論
じ
た
道
綽
の
菩
提
心
に
み
る
因
果
の
関
係
に
も
こ
れ
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、「
三
因
は
能
く
大
菩
提
と
相
応
す
」
と
述
べ
、
三
因
（
菩
提
心
）
の
全
て
が
果
（
大
菩
提
）
と
相
応
す
る
と

い
う
、
因
果
の
相
即
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
道
綽
は
、「
十
念
」
に
つ
い
て
も
曇
鸞
の
因
果
論
を
受
容
し
て
い
く
。
ま
ず
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
上
・
総
説
分
・
八
番

問
答
」
に
、

か
の
造
罪
の
人
は
み
づ
か
ら
妄
想
の
心
に
依
止
し
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の
衆
生
に
よ
り
て
生
ず
。
こ
の
十
念
は
無
上
の
信
心

に
依
止
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
の
功
徳
の
名
号
に
よ
り
て
生
ず
。 

（
同
前
・
九
七
頁
）

と
述
べ
て
、
造
悪
の
人
は
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の
衆
生
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
十
念
は
信
心
に
依
止
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
方

便
荘
厳
」
の
功
徳
で
あ
る
名
号
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施

問
答
」
に
、

か
の
人
罪
を
造
る
時
は
、
み
づ
か
ら
妄
想
に
依
止
し
、
煩
悩
果
報
の
衆
生
に
よ
り
て
生
ず
。
い
ま
こ
の
十
念
は
、
無
上
の
信

心
に
依
止
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
真
実
清
浄
無
量
功
徳
の
名
号
に
よ
り
て
生
ず
。 

（
同
前
・
二
二
四
頁
）

と
明
か
し
、
曇
鸞
の
論
理
を
依
用
す
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
曇
鸞
は
『
論
註
』
に
先
引
に
続
い
て
、

い
か
ん
が
「
決
定
に
在
る
」。
か
の
造
罪
の
人
は
有
後
心
・
有
間
心
に
依
止
し
て
生
ず
。
こ
の
十
念
は
無
後
心
・
無
間
心
に

依
止
し
て
生
ず
。
こ
れ
を
決
定
と
名
づ
く
。 

（
同
前
・
九
八
頁
）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
道
綽
も
『
安
楽
集
』
に
先
引
に
続
い
て
、
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い
か
ん
が
「
決
定
に
在
る
」
と
は
、
か
の
人
罪
を
造
る
時
は
、
み
づ
か
ら
有
後
心
・
有
間
心
に
依
止
し
て
生
ず
。
い
ま
こ
の

十
念
は
無
後
心
・
無
間
心
に
依
止
し
て
起
る
。
こ
れ
を
決
定
と
な
す
。 

（
同
前
・
二
二
四
頁
）

と
示
す
。
こ
こ
で
、
曇
鸞
・
道
綽
は
と
も
に
、「
造
罪
の
人
」（
煩
悩
虚
妄
の
果
報（

（1
（

の
衆
生
）
は
「
有
後
心
・
有
間
心
」（
後
・
現

在
を
実
有
と
す
る
心
）
に
依
止
し
て
生
じ
る
者
で
あ
り
、「
十
念
」
は
「
無
後
心
・
無
間
心
」（
後
・
現
在
を
空
無
と
す
る
心
）
に

依
止
し
て
起
こ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
道
綽
は
、『
論
註
』
所
説
の
「
見
生
の
火
」
に
対
し
て
、
曇
鸞

と
異
な
る
理
解
を
示
し
て
い
く
。

ま
ず
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
下
・
観
察
体
相
章
・
氷
上
燃
火
」
に
お
い
て
、

問
ひ
て
い
は
く
、
上
に
、
生
は
無
生
な
り
と
知
る
と
い
ふ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
上
品
生
の
も
の
な
る
べ
し
。
も
し
下
下
品
の
人

の
、
十
念
に
乗
じ
て
往
生
す
る
は
、
あ
に
実
の
生
を
取
る
に
あ
ら
ず
や
。
た
だ
実
の
生
を
取
ら
ば
、
す
な
は
ち
二
執
に
堕
し

な
ん
。
一
に
は
、
お
そ
ら
く
は
往
生
を
得
ざ
ら
ん
。
二
に
は
、
お
そ
ら
く
は
さ
ら
に
生
ず
と
も
惑
ひ
を
生
ぜ
ん
。
答
ふ
。

（
中
略
）
も
し
人
、
無
量
生
死
の
罪
濁
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
か
の
阿
弥
陀
如
来
の
至
極
無
生
清
浄
の
宝
珠
の
名
号
を
聞
き

て
、
こ
れ
を
濁
心
に
投
ぐ
れ
ば
、
念
々
の
う
ち
に
罪
滅
し
て
心
浄
ま
り
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
。（
中
略
）
か
の
下
品
の
人
、

法
性
無
生
を
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
た
だ
仏
名
を
称
す
る
力
を
も
つ
て
往
生
の
意
を
な
し
て
、
か
の
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る

に
、
か
の
土
は
こ
れ
無
生
の
界
な
れ
ば
、（
彼
土
是
无
生
界
）
見
生
の
火
、
自
然
に
滅
す
る
な
り
。

 

（
同
前
・
一
二
五
～
一
二
六
頁
）

と
語
る
。
こ
こ
で
曇
鸞
は
、
下
品
下
生
の
者
は
、「
無
生
」
を
知
ら
ず
と
も
、
称
名
を
行
ず
る
こ
と
で
往
生
の
心
を
起
こ
し
、
か

の
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
実
体
と
し
て
の
「
生
」
と
み
て
い
た
こ
と
が
、
滅
し
て
い
く
と
示
し
て
い

る（
（1
（

。
つ
ま
り
曇
鸞
は
、
凡
夫
・
下
品
の
者
が
、
無
生
の
生
を
知
ら
ず
に
「
十
念
」
を
修
す
る
が
、
称
名
（
聞
名
）
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
即
無
生
の
道
理
が
、
徐
々
に
了
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
道
綽
は
『
安
楽
集
』
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「
巻
上
・
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
お
い
て
、

ま
た
問
ひ
て
い
は
く
、
上
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
ご
と
く
、
生
は
無
生
な
り
と
知
る
は
、
ま
さ
に
上
品
生
の
も
の
な
る
べ
し
。
も

し
し
か
ら
ば
下
品
生
の
人
の
十
念
に
乗
じ
て
往
生
す
る
は
、
あ
に
実
の
生
を
取
る
に
あ
ら
ず
や
。
も
し
実
の
生
な
ら
ば
、
す

な
は
ち
二
疑
に
堕
す
。
一
に
は
お
そ
ら
く
は
往
生
を
得
ず
。
二
に
は
い
は
く
、
こ
の
相
善
、
無
生
の
た
め
に
因
と
な
る
こ
と

あ
た
は
ず
。
答
へ
て
い
は
く
、（
中
略
）
も
し
阿
弥
陀
如
来
の
至
極
無
生
の
清
浄
宝
珠
の
名
号
を
聞
き
て
こ
れ
を
濁
心
に
投

ず
れ
ば
、
念
々
の
う
ち
に
罪
滅
し
心
浄
く
し
て
即
便
往
生
す
。（
中
略
）
か
の
下
品
往
生
の
人
は
法
性
無
生
を
知
ら
ず
と
い

へ
ど
も
、
た
だ
仏
名
を
称
す
る
力
を
も
つ
て
往
生
の
意
を
な
し
、
か
の
土
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
す
で
に
無
生
の
界
に
至
る

時
に
（
既
至
无
生
界
時
）
見
生
の
火
自
然
に
滅
す
。 

（
同
前
・
二
二
九
～
二
三
〇
頁
）

と
述
べ
て
い
く
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
下
品
の
者
は
、「
無
生
」
を
知
ら
ず
と
も
、
称
名
を
行
ず
る
こ
と
で
往
生
の
心
を
起
こ
し
、

か
の
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
、
浄
土
と
い
う
無
生
の
境
界
に
至
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
き
に
、
そ
れ
ま
で
の
実
体
と
し
て
の
「
生
」
と
み
て
い

た
も
の
が
滅
し
て
い
く
と
示
し
て
い
る
。
右
の
こ
と
か
ら
曇
鸞
は
、
願
生
に
お
い
て
「
見
生
の
火
」
が
自
然
に
滅
す
る
と
い
う

「
即
得
往
生
」
を
明
か
し
て
い
く
の
に
対
し
、
道
綽
は
無
生
の
界
に
至
る
時
に
「
見
生
の
火
」
が
自
然
に
滅
す
る
と
い
う
「
即
便

往
生
」
を
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
往
生
者
が
願
生
し
、「
浄
土
」（
無
相
即
相
）
と
い
う
無
生
の
界
に
至
る
時
に
は
じ
め
て
「
生
」

の
あ
り
方
が
変
わ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
相
違
は
、
曇
鸞
・
道
綽
に
お
け
る
「
十
念
」
の
解
釈
の
相
違
に
関
係
し
て
い
る
。
曇
鸞
は
十
念
を
「
憶
念
」
と
し
「
一
心

願
生
の
相
続
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、『
論
註
』
八
番
問
答
に
お
け
る
「
心
に
他
想
な
く
し
て
十
念
相
続
す
る
を
名
づ
け
て

十
念
と
な
す
。」
か
ら
導
き
出
せ
る（

（1
（

。
か
か
る
相
続
は
、
有
の
相
続
で
は
な
く
真
空
妙
有
の
相
続
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
曇
鸞
の

場
合
、「
十
念
」
が
「
一
心
相
続
」（
真
空
妙
有
）
の
「
願
生
」
で
あ
る
か
ら
、「
願
生
」
に
お
い
て
「
即
得
往
生
」
が
語
ら
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
聖
浄
二
門
に
お
い
て
「
十
念
相
続
し
て
わ
が
名
字
を
称
せ
ん
に
」
と
示
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し
、
十
念
を
憶
念
で
も
一
心
願
生
の
相
続
で
も
な
い
「
十
声
の
称
名
念
仏（

（1
（

」
に
よ
る
「
即
便
往
生
」
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
十
声
の
称
名
念
仏
」（
十
念
）
を
因
（
始
）
と
し
て
妙
有
に
語
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
念
と
後
念
の
関
係
や
「
始
終
是

一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
綽
に
お
い
て
は
「
終
」
に
よ
っ
て
「
始
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
妙
有
と
し
て
の
「
十
念
」（
十
声
の
称

名
念
仏
）
と
い
う
「
始
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
妙
有
と
し
て
の
浄
土
が
説
か
れ
、
真
空
妙
有
の
浄

土
（
無
相
即
相
土
）
に
お
い
て
因
果
の
空
（
無
生
の
生
・
実
体
的
因
果
論
の
否
定
）
が
説
示
さ
れ
る
。
例
え
ば
、『
安
楽
集
』「
巻

下
・
第
八
大
門
・
経
論
勧
説
」
に
お
い
て
、

も
し
弥
陀
の
浄
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
娑
婆
の
五
道
一
時
に
た
ち
ま
ち
に
捨
つ
。
ゆ
ゑ
に
「
横
截
五
悪
趣
」
と
名

づ
く
る
は
そ
の
果
を
截
る
な
り
。「
悪
趣
自
然
閉
」（
大
経
・
下
）
と
は
そ
の
因
を
閉
づ
る
な
り
。
こ
れ
所
離
を
明
か
す
。

「
昇
道
無
窮
極
」（
同
・
下
）
と
は
そ
の
所
得
を
彰
す
な
り
。
も
し
よ
く
作
意
し
回
願
し
て
西
に
向
か
へ
ば
、
上
一
形
を
尽
し

下
十
念
に
至
る
ま
で
、
み
な
往
か
ざ
る
は
な
し
。
一
た
び
か
の
国
に
到
れ
ば
す
な
は
ち
正
定
聚
に
入
り
て
、
こ
こ
に
し
て
道

を
修
す
る
一
万
劫
と
功
を
斉
し
く
す
。 

（
同
前
・
二
七
五
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
弥
陀
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
五
道
輪
廻
の
因
果
を
捨
て
、
因
は
閉
じ
果
を
截
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ

え
に
、
西
方
浄
土
（
妙
有
）
に
向
か
い
、
一
た
び
阿
弥
陀
の
国
に
至
れ
ば
、
因
果
を
離
れ
超
克
し
、
正
定
聚
に
入
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

ま
た
曇
鸞
は
、『
論
註
』「
巻
下
・
願
心
荘
厳
」
に
、

「
知
る
べ
し
」
と
は
、
こ
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
な
る
に
よ
り

て
、
因
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
浄
な
り
。
無
因
と
他
因
の
有
に
は
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
と
な
り
。 

（
同
前
・
一
三
九
頁
）

と
語
り
、「
無
因
と
他
因
の
有
」
の
否
定
に
よ
り
、
実
有
的
因
果
論
を
破
斥
し
無
自
性
空
の
因
果
説
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
願
心
荘
厳
」
に
お
け
る
因
果
の
空
（
清
浄
）
を
明
か
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
し
て
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
巻
下
・
第
十
一
大
門
・
勧
託
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善
知
識
」
に
お
い
て
、

仏
の
た
ま
は
く
、〈
善
知
識
は
よ
く
深
法
を
説
く
。
い
は
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
諸
法
平
等
に
し
て
業
な
く
報
な
く
、

因
な
く
果
な
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際
に
住
す
。
し
か
る
に
畢
竟
空
の
な
か
に
お
い
て
、
熾
燃
と
し
て
一
切
の
諸
法
を
建

立
す
。
こ
れ
を
善
知
識
と
な
す
。（
中
略
）
衆
生
の
た
め
に
善
知
識
と
な
る
と
い
へ
ど
も
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
西
に
帰

す
べ
し
。（
中
略
）
悪
知
識
の
乞
眼
の
因
縁
に
逢
ひ
て
、
つ
ひ
に
す
な
は
ち
退
転
す
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
火
界
に
し
て
道
を

修
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
難
し
。
ゆ
ゑ
に
勧
め
て
西
方
に
帰
せ
し
む
。 

（
同
前
・
二
八
六
～
二
八
七
頁
）

と
示
す
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
諸
法
は
平
等
で
あ
り
、
業
報
因
果
は
な
く
、
実
際
（
悟
り
）
に
住
し
、
畢

竟
空
に
お
い
て
一
切
の
諸
法
を
建
立
す
る
こ
と
を
示
し
、
衆
生
の
た
め
に
西
方
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
語
る
。
つ
ま
り
、
業
報
因
果

と
い
う
実
有
的
因
果
を
否
定
し
て
、
因
果
の
畢
竟
空
を
示
し
つ
つ
、
妙
有
と
し
て
諸
法
建
立
・
西
方
浄
土
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
道
綽
は
始
学
の
者
の
修
道
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』「
第
二
大
門
・
広
施
問
答
」
に
、

ま
た
問
ひ
て
い
は
く
、
い
ま
勧
め
に
よ
り
て
念
仏
三
昧
を
行
ぜ
ん
と
欲
す
。
い
ま
だ
知
ら
ず
、
計
念
の
相
状
は
な
に
に
か
似

た
る
。
答
へ
て
い
は
く
、（
中
略
）
あ
る
い
は
仏
の
法
身
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
神
力
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
智
慧
を

念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
毫
相
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
相
好
を
念
じ
、
あ
る
い
は
仏
の
本
願
を
念
ず
。
名
を
称
す
る
こ
と
も

ま
た
し
か
な
り
。
た
だ
よ
く
専
至
に
相
続
し
て
断
え
ざ
れ
ば
、
さ
だ
め
て
仏
前
に
生
ず
。
い
ま
後
代
の
学
者
を
勧
む
。
も
し

そ
の
二
諦
を
会
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
た
だ
念
々
不
可
得
な
り
と
知
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
智
慧
門
に
し
て
、
よ
く
繋
念
相
続
し
て

断
え
ざ
る
は
す
な
は
ち
こ
れ
功
徳
門
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
経
』（
維
摩
経
・
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
つ
ね
に

功
徳
・
智
慧
を
も
つ
て
、
も
つ
て
そ
の
心
を
修
す
」
と
。
も
し
始
学
の
も
の
は
、
い
ま
だ
相
を
破
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
た

だ
よ
く
相
に
よ
り
て
専
至
せ
ば
、
往
生
せ
ざ
る
は
な
し
。
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。 

（
同
前
・
二
二
五
～
二
二
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、「
専
至
に
相
続
し
て
」「
相
に
よ
り
て
専
至
せ
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
始
学
の
者
は
相
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に
よ
っ
て
専
至
し
て
相
続
す
る
こ
と
で
往
生
で
き
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
菩
薩
は
二
諦
（
約
理
）
に
基
づ
く
「
功

徳
」（
繋
念
相
続
）
と
「
智
慧
」（
念
念
不
可
得
）
の
心
を
修
す
こ
と
で
往
生
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

菩
薩

→

二
諦
→
無
相
（
第
一
義
諦
）
即
相
土
（
世
俗
諦
）
の
往
生

第
一
義
諦
＝
智
慧
門
（
念
念
不
可
得
・
無
相
・
因
果
真
空
）

始
学

→

→

世
俗
諦

＝
功
徳
門
（
繋
念
相
続
・
有
念
・
相
土
・
因
果
妙
有
＝
十
念
相
続
・
念
仏
三
昧
）

と
表
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
始
学
者
・
始
行
人
は
、
功
徳
門
（
世
俗
諦
・
因
果
妙
有
）
に
よ
り
二
諦
の
論
理
に
立
脚
す
る
こ
と
で
、

相
善
（
無
相
即
相
土
）
の
往
生
が
で
き
、
無
相
（
真
諦
）
に
よ
っ
て
相
善
（
俗
諦
）
の
往
生
が
成
り
立
ち
、
相
善
（
世
俗
諦
）
に

よ
っ
て
無
相
（
第
一
義
諦
）
が
成
り
立
つ
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
さ
ら
に
道
綽
は
、『
安
楽
集
』「
第
二
大
門
・
破
異
見
邪
執
」
に
、

第
八
に
十
方
の
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
よ
り
は
、
西
方
に
帰
す
る
に
し
か
ず
と
い
ふ
を
校
量
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、

あ
る
い
は
人
あ
り
て
い
は
く
、「
十
方
浄
国
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
西
方
に
帰
せ
ん
と
願
ぜ
ず
」
と
。
こ
の
義
い
か
ん
。
答

へ
て
い
は
く
、
こ
の
義
類
せ
ず
。
な
か
に
三
あ
り
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
一
に
は
十
方
仏
国
も
不
浄
と
な
す
に
は
あ
ら
ず
。
し

か
る
に
境
寛
け
れ
ば
す
な
は
ち
心
昧
く
、
境
狭
け
れ
ば
す
な
は
ち
意
も
つ
ぱ
ら
な
り
。（
中
略
）
二
に
は
十
方
の
浄
土
み
な

こ
れ
浄
に
し
て
深
浅
知
り
が
た
し
と
い
へ
ど
も
、
弥
陀
の
浄
国
は
す
な
は
ち
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。（
中
略
）
三
に
は
弥

陀
の
浄
国
は
す
で
に
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。
娑
婆
世
界
は
す
な
は
ち
穢
土
の
末
処
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を

得
る
。（
中
略
）
た
だ
こ
れ
す
な
は
ち
こ
れ
穢
土
の
終
処
な
り
。
安
楽
世
界
は
す
で
に
こ
れ
浄
土
の
初
門
な
り
。
す
な
は
ち

こ
の
方
と
境
次
い
で
あ
ひ
接
せ
り
。
往
生
は
な
は
だ
便
な
り
。
な
ん
ぞ
去
か
ざ
ら
ん
や
。 

（
同
前
・
二
一
七
～
二
一
八
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
相
善
往
生
を
語
り
、
穢
土
の
終
処
で
あ
る
娑
婆
か
ら
浄
土
の
初
門
と
な
る
弥
陀
の
西
方
浄
土
（
相

即
無
相
の
相
）
へ
、
そ
し
て
西
方
浄
土
か
ら
十
方
浄
土
（
無
相
）
へ
と
進
趣
す
る
あ
り
方
を
有
的
に
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
娑

婆
＝
穢
土
の
終
処
→
弥
陀
浄
国
（
相
即
無
相
）
＝
西
方
浄
土
（
相
）
＝
浄
土
の
初
門
→
十
方
の
浄
土
（
無
相
）
の
構
図
を
も
っ
て
、
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穢
土
と
浄
土
の
関
係
を
有
的
に
語
り
、
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
道
綽
の
思
想
は
、
先
の
曇
鸞
の
願
心
荘

厳
の
思
想
と
関
連
付
け
ら
れ
よ
う
。
曇
鸞
の
思
想
を
背
景
と
し
て
「
真
空
妙
有
」
の
西
方
浄
土
を
語
り
、
因
果
を
有
的
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
道
綽
は
有
的
に
「
始
」（
穢
土
・
迷
）
と
「
終
」（
浄
土
・
証
）
を
示
し
て
い
る
が
、
先
引
の

如
く
、「
始
終
是
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
始
と
終
の
関
係
は
不
一
不
異
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
道
綽
は
、
曇
鸞
と

同
様
に
因
果
・
始
終
を
真
空
と
理
解
し
つ
つ
、
曇
鸞
と
は
異
な
る
立
場
と
な
る
約
理
の
「
二
諦
の
道
理
」
に
基
づ
き
、
第
一
義
諦

に
立
脚
し
た
世
俗
諦
と
し
て
の
修
道
・
証
果
を
有
的
に
示
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
曇
鸞
は
、
往
生
浄
土
や
仏
身
仏

土
論
に
つ
い
て
四
論
学
派
の
立
場
か
ら
仏
教
と
し
て
の
正
当
性
を
明
か
す
た
め
に
、
因
果
の
「
真
空
」
の
側
面
を
主
に
強
調
し
て

説
示
す
る
。
そ
れ
に
対
し
道
綽
は
、（
約
理
の
）「
二
諦
の
道
理
」
に
基
づ
く
こ
と
で
聖
道
諸
師
を
論
駁
し
、
弥
陀
報
身
報
土
、
凡

夫
入
報
・
相
善
往
生
な
ど
の
論
を
、
真
空
（
第
一
義
諦
）
に
立
脚
し
た
妙
有
（
世
俗
諦
）
に
お
い
て
明
か
し
て
い
く
。
し
た
が
っ

て
道
綽
は
、「
二
諦
の
道
理
」
を
基
底
と
す
る
、
浄
土
往
生
の
因
果
（
念
仏
→
菩
提
心
→
仏
果
）
を
語
る
た
め
に
、
有
的
因
果
が

主
と
し
て
示
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
二
諦
（
約
理
）
の
道
理
」
に
基
づ
き
、
第
一
義
諦
に
立
脚
し
た
「
世
俗
諦
」
と

し
て
の
因
果
の
〈
妙
有
〉
を
説
く
の
で
あ
る
。

ま
た
道
綽
は
『
安
楽
集
』「
第
二
大
門
・
破
異
見
邪
執
」
に
、

第
一
に
大
乗
の
無
相
を
妄
計
す
る
を
破
す
と
は
、
問
ひ
て
い
は
く
、
あ
る
い
は
人
あ
り
て
い
は
く
、「
大
乗
は
無
相
な
り
、

彼
此
を
念
ず
る
こ
と
な
か
れ
。
も
し
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
こ
れ
取
相
な
り
、
う
た
た
縛
を
増
す
。
な
に

を
も
つ
て
か
こ
れ
を
求
む
る
」
と
。
答
へ
て
い
は
く
、
か
く
の
ご
と
き
計
は
ま
さ
に
謂
ふ
に
し
か
ら
ず
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

一
切
諸
仏
の
説
法
は
か
な
ら
ず
二
縁
を
具
す
。
一
に
は
法
性
の
実
理
に
よ
る
。
二
に
は
す
べ
か
ら
く
そ
の
二
諦
に
順
ず
べ
し
。

か
れ
は
、
大
乗
は
無
念
な
り
、
た
だ
法
性
に
よ
る
と
計
し
て
、
し
か
も
縁
求
を
謗
り
無
み
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
二
諦
に
順
ぜ

ず
。
か
く
の
ご
と
き
見
は
、
滅
空
の
所
収
に
堕
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
無
上
依
経
』（
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
仏
、
阿
難
に
告
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げ
た
ま
は
く
、〈
一
切
の
衆
生
も
し
我
見
を
起
す
こ
と
須
弥
山
の
ご
と
く
な
ら
ん
も
、
わ
れ
懼
れ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
な
に

を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
こ
の
人
は
い
ま
だ
す
な
は
ち
出
離
を
得
ず
と
い
へ
ど
も
、
つ
ね
に
因
果
を
壊
せ
ず
、
果
報
を
失
は
ざ

る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
も
し
空
見
を
起
す
こ
と
芥
子
の
ご
と
く
な
る
も
、
わ
れ
す
な
は
ち
許
さ
ず
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。

こ
の
見
は
因
果
を
破
り
喪
ひ
て
多
く
悪
道
に
堕
す
。
未
来
の
生
処
か
な
ら
ず
わ
が
化
に
背
く
〉」
と
。
い
ま
行
者
に
勧
む
。

理
、
無
生
な
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
二
諦
の
道
理
縁
求
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
切
往
生
を
得
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
維
摩

経
』（
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
諸
仏
の
国
と
お
よ
び
衆
生
と
は
、
空
な
り
と
観
ず
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
つ
ね
に
浄
土
を
修

し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
群
生
を
教
化
す
」
と
。
ま
た
か
の
『
経
』（
維
摩
経
）
に
の
た
ま
は
く
、「
無
作
を
行
ず
と
い
へ
ど
も
受

身
を
現
ず
。
こ
れ
菩
薩
の
行
な
り
。
無
起
を
行
ず
と
い
へ
ど
も
、
一
切
の
善
行
を
起
す
。
こ
れ
菩
薩
の
行
な
り
」
と
。
こ
れ

そ
の
真
証
な
り
。 

（
同
前
・
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
一
切
の
諸
法
は
必
ず
二
諦
に
順
ず
る
縁
（
二
縁
）
を
具
し
、
法
性
真
如
の
理
と
な
る
大
乗
無
相

を
語
る
が
、
そ
の
法
性
の
み
に
よ
る
場
合
は
、「
滅
空
の
所
収
に
堕
す
」
こ
と
に
な
る
こ
と
を
明
か
す
。
二
諦
に
順
ず
る
縁
と
し

て
の
「
浄
土
願
生
」（
真
諦
に
立
脚
し
た
俗
諦
）
を
明
か
す
。
つ
ま
り
、
大
乗
無
相
に
「
盲
計
」
し
て
浄
土
願
生
を
「
取
相
」
で

あ
る
と
非
難
す
る
の
は
、
二
諦
に
順
じ
な
い
、
滅
空
の
所
収
に
堕
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
二
諦
に
順
ず
る
縁
と
な
る
因

果
の
妙
有
が
語
ら
れ
、「
未
来
の
生
処
」
と
し
て
の
悪
道
を
否
定
し
、
理
と
し
て
は
無
相
空
で
あ
る
浄
土
願
生
の
妙
有
を
語
り
、

こ
こ
に
二
諦
の
道
理
に
順
ず
る
浄
土
往
生
を
説
く
。
さ
ら
に
、
諸
仏
の
国
お
よ
び
衆
生
は
空
で
あ
る
と
観
ず
る
も
つ
ね
に
浄
土
を

修
し
、
諸
々
の
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
、
ま
た
無
相
を
修
行
す
る
と
い
え
ど
も
具
体
的
な
善
行
を
起
こ
す
こ
と
が
菩
薩
行
で
あ
る

と
い
う
経
文
を
引
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

諸
仏
説
法
は
二
縁
を
具
す
。
①
法
性
真
如
の
理

→

大
乗
無
念
・
法
性
真
如
（
悪
取
空
・
滅
空
×
）

②
二
諦
に
順
ず
る

→

浄
土
願
生
・
因
果
の
妙
有
・
二
諦
に
縁
る
（
世
俗
諦
の
み
×
）
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諸
仏
国
・
衆
生

→
〈
第
一
義
諦
〉
＝
「
空
観
」・〈
世
俗
諦
〉
＝
「
修
道
」（
浄
土
を
修
し
群
生
を
教
化
す
る
）

と
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
義
諦
に
基
づ
く
大
乗
無
念
・
法
性
の
み
も
、
世
俗
諦
の
み
に
基
づ
く
浄
土
願
生
も
誤
り
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
二
諦
の
道
理
に
基
づ
く
修
道
論
と
し
て
、
真
空
妙
有
の
因
果
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
浄
土
と
い
う
無
相
の
境

に
お
い
て
因
果
は
無
自
性
空
な
の
で
あ
る
。

結

論

道
綽
は
、
二
諦
（
約
理
）
の
道
理
を
語
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
願
生
浄
土
の
因
果
の
妙
有
を
示
し
て
い
る
。
浄
土
往
生
の
因
果

は
、
あ
く
ま
で
二
諦
の
道
理
に
順
じ
て
い
る
。
妙
有
（
俗
諦
）
と
真
空
（
真
諦
）
は
相
即
の
関
係
に
あ
り
、
空
な
し
に
有
も
、
有

な
し
に
空
も
成
り
立
た
な
い
か
ら
、
往
生
に
お
け
る
因
果
の
妙
有
を
明
か
す
。
道
綽
の
往
生
思
想
は
い
わ
ば
空
思
想
で
あ
り
、
浄

土
へ
の
往
生
を
勧
め
る
『
安
楽
集
』
は
、
ま
さ
し
く
空
有
の
論
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
曇
鸞
か
ら
道
綽
へ
の
因
果
論
の
展
開
を

み
れ
ば
、
曇
鸞
は
因
果
の
「
真
空
」
を
示
し
、
大
乗
仏
教
と
し
て
の
正
当
性
を
明
か
し
、
道
綽
は
二
諦
（
約
理
）
の
道
理
か
ら

「
真
空
」（
第
一
義
諦
）
と
「
妙
有
」（
世
俗
諦
）
の
因
果
論
を
語
り
、「
真
空
妙
有
」
の
往
生
思
想
を
確
立
す
る
こ
と
で
、「
妙

有
」
の
西
方
往
生
、
修
道
論
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
真
空
妙
有
」
の
因
果
論
は
善
導
、
そ
し
て
親
鸞
へ
と
継
承
さ

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』「
信
巻
・
横
超
断
四
流
釈
」
に
、

断
と
い
ふ
は
、
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
生
と
し
て
ま
さ
に
受
く
べ
き
生
な
し
。
趣
と
し
て
ま
た
到
る
べ
き
趣

な
し
。
す
で
に
六
趣
・
四
生
、
因
亡
じ
果
滅
す
。
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
頓
に
三
有
の
生
死
を
断
絶
す
。
ゆ
ゑ
に
断
と
い
ふ
な
り
。
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四
流
と
は
す
な
は
ち
四
暴
流
な
り
。
ま
た
生
老
病
死
な
り
。 

（『
註
釈
版
』
二
五
五
頁
）

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
は
、「
即
得
往
生
」
を
「
横
超
断
四
流
」
と
示
す
文
を
受
け
た
言
葉
で
あ
り
、「
即
得
往
生
」
と
は
、
ま

さ
に
六
趣
・
四
生
の
因
果
を
超
克
し
て
い
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
善
導
の
『
般
舟
讃
』
を
引
用
し
、

光
明
寺
の
和
尚
（
善
導
）
の
い
は
く
（
般
舟
讃
）、「
も
ろ
も
ろ
の
行
者
に
ま
う
さ
く
、
凡
夫
の
生
死
貪
じ
て
厭
は
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
弥
陀
の
浄
土
軽
め
て
欣
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
厭
へ
ば
す
な
は
ち
娑
婆
永
く
隔
つ
、
欣
へ
ば
す
な
は
ち
浄
土
に
つ
ね
に

居
せ
り
。
隔
つ
れ
ば
す
な
は
ち
六
道
の
因
亡
じ
、
輪
廻
の
果
お
の
づ
か
ら
滅
す
。
因
果
す
で
に
亡
じ
て
す
な
は
ち
形
と
名
と

頓
に
絶
え
ぬ
る
を
や
」
と
。 

（
同
前
・
二
五
六
頁
）

と
も
示
し
、
浄
土
に
お
け
る
六
道
輪
廻
の
因
果
の
超
克
を
語
り
、
因
果
真
空
を
明
か
し
て
い
く
。

こ
の
曇
鸞
か
ら
親
鸞
へ
と
連
な
る
真
空
妙
有
の
因
果
論
の
系
譜
の
中
で
、
道
綽
自
身
の
発
揮
を
考
え
れ
ば
、
道
綽
は
曇
鸞
浄

土
教
の
因
果
真
空
の
思
想
を
「
二
諦
（
約
理
）
の
道
理
」
と
し
て
受
容
し
、「
真
諦
」（
真
空
）
と
「
俗
諦
」（
妙
有
）
の
因
果
論

に
よ
る
往
生
思
想
を
創
出
し
、『
観
経
』
の
要
義
で
あ
る
『
安
楽
集
』
に
顕
示
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
『
観
経
』

の
古
今
楷
定
を
行
い
、
道
綽
を
師
と
す
る
善
導
も
、
先
引
の
如
く
、「
浄
土
往
生
＝
実
体
的
因
果
論
の
否
定
・
超
克
」
と
い
う
理

解
を
示
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
道
綽
の
思
想
あ
っ
て
の
善
導
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
「
真
空

妙
有
」
の
因
果
論
の
系
譜
は
、
一
般
仏
教
と
異
質
の
も
の
で
は
な
く
、
大
乗
仏
教
のT

heology

を
基
底
と
す
る
浄
土
思
想
と
い

え
る
か
ら
、
仏
教
論
理
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ
るShinshu T

heology

（
真
宗
教
学（

1（
（

）
の
系
譜
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

そ
も
そ
も
龍
樹
の
般
若
学
を
基
底
と
す
る
僧
肇
の
思
想
は
、
経
説
を
受
け
る
側
の
主
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
空
観
の
実
践
的
思
惟
構
造
を
解
明
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
が
、
僧
肇
の
般
若
空
論
の
主
旨
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
僧
肇
の

「
約
教
の
二
諦
」
は
、
正
体
に
お
け
る
空
を
解
明
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
く（

11
（

。
こ
の
僧
肇
の
般
若
空
論
の
主
旨
は
、
曇
鸞
を
経
て

道
綽
そ
し
て
親
鸞
思
想
に
も
継
承
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
る
に
せ
よ
、
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共
通
し
て
、
凡
夫
・
衆
生
・
菩
薩
（
経
説
を
受
け
る
主
体
）
が
、「
妙
有
」
と
し
て
経
説
に
示
さ
れ
る
、
往
生
浄
土
（「
妙
有
」
の

実
践
的
思
惟
構
造
）
に
よ
り
、
実
体
的
因
果
論
を
超
克
す
る
「
真
空
」
の
証
果
（
無
生
の
生
、
不
断
煩
悩
得
涅
槃
、
生
死
即
涅

槃
）
を
獲
得
す
る
道
程
を
明
か
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
僧
肇
は
「
約
教
の
二
諦
」
に
、
親
鸞
ら
は
「
往
生
浄
土
」

に
よ
り
、
生
死
輪
廻
（
実
体
的
因
果
論
）
を
超
克
す
る
、
証
果
獲
得
の
論
理
を
詮
明
に
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
か
か
る
思

潮
に
、Shinshu T

heology

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註（
1
）
池
本
重
臣
『
大
無
量
寿
経
の
教
理
史
的
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
八
年
、
三
五
九
頁
、
三
六
三
頁
）
等
。

（
2
）
例
え
ば
、『
真
宗
百
論
題
』（『
真
宗
叢
書
』
一
・
二
所
収
）
に
は
、「
即
得
往
生
」「
信
心
正
因
」「
一
念
多
念
」「
正
定
滅
度
」「
往
生
成
仏
」

「
十
劫
久
遠
」
な
ど
の
論
題
で
因
果
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
主
に
、
往
生
や
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
3
）
池
本
重
臣
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
五
年
、
三
五
〇
・
三
六
六
頁
）、
渡
邊
了
生
「
親
鸞
の
い
う
自
力
と
は
」

（『
印
仏
研
』 

六
三
号
、
二
〇
一
五
年
）、「
親
鸞
が
語
る
「
自
力
」
概
念
の
基
底
と
は
─
信
罪
福
心
」（
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
氏
編
著
『
智
慧
の
潮

親
鸞
の
智
慧
・
主
体
性
・
社
会
性

Shinshu T
heology

か
ら
見
え
て
く
る
新
し
い
水
平
線
』
武
蔵
野
大
学
出
版
、
二
〇
一
七
年
所
収
）
等
。

（
（
）
曇
鸞
と
道
綽
の
思
想
的
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
山
本
仏
骨
『
道
綽
敎
學
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
九
年
）
や
、
渡
邊
了
生
「『
浄
土
論

註
』
広
略
相
入
の
論
理
と
道
綽
の
相
土
・
無
相
土
論
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
二
年
）、「『
安
楽
集
』
所
説
の
「
三
身
三
土
義
」

と
「
相
土
・
無
相
土
」
論
と
の
関
係
考
」（『
宗
学
院
論
集
』
六
八
、
一
九
九
六
年
）、「『
安
楽
集
』
に
お
け
る
「
三
身
三
土
義
」
解
釈
の
再
考
」

（『
仏
教
思
想
文
化
史
論
叢

渡
辺
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
一
九
九
七
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
5
）
拙
稿
「
曇
鸞
・
道
棹
に
お
け
る
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
（
上
）
二
種
法
身
説
と
広
略
相
入
の
論
理
の
相
違
』（
川
添
泰
信
編
『
親
鸞
と
浄
土
仏

教
の
基
礎
的
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
一
七
年
）、「
曇
鸞
・
道
棹
に
お
け
る
仏
身
仏
土
の
思
想
構
造
（
下
）
弥
陀
浄
土
説
か
ら
弥
陀
主
格
説

へ
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
三
号
、
二
〇
一
七
年
）

（
（
）
「
第
一
真
諦
」
の
語
は
、
元
康
の
『
肇
論
序
』
に
、「
肇
法
師
之
語
」（
大
正
四
五
・
一
七
二
中
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
池
田
宗
譲
「
僧
肇
に

於
け
る
「
非
有
非
無
」
の
論
証
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
九
号
、
一
九
八
七
年
）。
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道綽浄土教における因果論の教理史的研究

（
（
）
池
田
宗
譲
氏
は
、「『
中
論
』
観
四
諦
品
、
第
八
偈
は
「
約
教
」
と
し
て
の
、
つ
ま
り
「
言
説
」
と
し
て
の
二
諦
と
い
う
理
解
を
決
定
づ
け
た
。」

と
述
べ
る
（
池
田
宗
譲
「「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
発
問
の
周
囲
（
１
）
─
『
婆
沙
論
』
と
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
─
」『
大
正
大

学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
一
年
）。
ま
た
池
田
氏
は
、
約
教
の
二
諦
は
、
羅
什
門
下
の
曇
叡
や
僧
叡
ら
に
も
み
ら
れ
る
が
、
い

ま
だ
不
明
確
な
論
理
で
あ
り
、
明
確
に
整
理
し
て
論
理
を
構
築
し
て
い
く
の
は
、「
解
空
第
一
」
と
呼
ば
れ
た
僧
肇
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る

（「
僧
肇
の
周
囲
の
般
若
学
諸
師
の
思
想
に
関
し
て
─
僧
肇
の
二
諦
思
想
理
解
の
為
に
」（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
七
号
、
一
九
八
五

年
）。
さ
ら
に
池
田
氏
は
、「
僧
肇
が
用
い
る
二
諦
は
、
そ
れ
が
所
依
と
し
て
い
る
『
般
若
経
』
は
じ
め
大
方
の
大
乗
経
論
の
基
本
的
な
二
諦
説
に

対
し
て
、
特
色
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
二
諦
を
方
便
と
し
て
第
一
真
諦
（
空
理
）
を
顕
わ
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
真
諦
が
『
般
若
経
』
等
の
第
一
義
諦
（
空
）
に
相
当
す
る
。
経
説
の
真
理
を
、
概
念
（
分
別
）
と
し
て
で
は
な
く
、

経
説
を
受
け
る
側
の
主
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
、
即
ち
、
第
一
義
諦
空
を
対
象
と
し
て
施
設
し
て
受
け
る
の
で
は
な
く
、
空
を
主
体
的
に
顕
わ

し
て
ゆ
く
と
い
う
空
観
の
実
践
的
思
惟
構
造
を
解
明
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
が
『
不
真
空
論
』
等
に
詮
明
さ
れ
る
僧
肇
の
般
若
空
論
の
主
旨
な
の

で
あ
っ
て
、
正
体
に
於
け
る
空
の
構
造
を
説
明
す
る
た
め
の
手
段
た
る
も
の
が
僧
肇
に
於
け
る
二
諦
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
二
諦
と
は
僧
肇
に

於
て
、
吉
蔵
の
言
を
借
用
す
れ
ば
、「
相
待
の
仮
称
」
で
あ
り
、
こ
の
相
待
（
＝
有
無
、
相
待
概
念
）
の
両
否
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
の
み
不
可

言
空
（
非
有
非
無
）
は
顕
わ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
僧
肇
に
於
け
る
空
解
明
の
構
造
─
『
不
真
空
論
』
所
用
の
二
諦
の
特

徴
─
」（『
天
台
教
学
の
研
究
─
多
田
厚
隆
先
生
頌
寿
記
念
─
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
一
～
二
四
四
頁
）。

（
8
）
瓜
生
津
隆
真
『
龍
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
─
空
の
論
理
と
菩
薩
の
道
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
）

（
9
）
前
註
五

（
10
）
山
本
仏
骨
、
前
掲
書
、
三
四
一
頁
。

（
11
）
渡
邊
了
生
氏
は
、「
道
綽
の
修
道
法
と
は
、
末
法
史
観
に
立
脚
し
た
「
約
時
被
機
」
の
観
点
か
ら
、
中
下
輩
の
衆
生
に
と
っ
て
は
、
相
善
こ
そ

が
「
修
無
相
」
よ
り
も
価
値
的
に
勝
行
で
あ
り
、「
念
仏
行
」
は
絶
対
的
な
価
値
を
伴
っ
て
下
品
凡
夫
の
上
に
現
成
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘

す
る
（「『
安
楽
集
』
所
説
の
「
三
身
三
土
義
」
と
「
相
土
・
無
相
土
」
論
と
の
関
係
考
」、
前
掲
論
文
）。

（
12
）
そ
の
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
⒜
「
真
諦
」（
不
行
・
無
生
・
無
）
と
⒝
「
俗
諦
」（
行
・
生
・
有
）
の
二
種
に
配
当
し
て
理

解
で
き
る
。

ⓐ
す
な
は
ち
こ
れ
不
行
に
し
て
行
な
り
。
不
行
に
し
て
行
な
れ
ば
、
二
諦
の
大
道
理
に
違
せ
ず
。（『
註
釈
版
七
祖
』
二
〇
五
。
傍
線
、
引
用

者
、
以
下
同
）
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ⓑ
理
、
無
生
な
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
二
諦
の
道
理
縁
求
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
切
往
生
を
得
。（
同
前
・
二
〇
八
）

Ⓒ
二
に
は
大
悲
を
も
つ
て
衆
生
を
念
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
涅
槃
に
住
せ
ず
。
菩
薩
、
二
諦
に
処
す
と
い
へ
ど
も
、
つ
ね
に
よ
く
妙
に
有
無
を
捨
て
、

取
捨
、
中
を
得
て
大
道
理
に
違
せ
ず
。（
同
前
・
二
一
〇
）

ⓓ
二
に
は
い
ま
「
生
」
と
い
ふ
は
こ
れ
因
縁
生
な
り
。
因
縁
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
こ
れ
仮
名
の
生
な
り
。
仮
名
の
生
な
る
が
ゆ
ゑ
に

す
な
は
ち
こ
れ
無
生
な
り
。
大
道
理
に
違
せ
ず
。（
同
前
・
二
二
八
）

（
13
）
渡
邊
了
生
氏
は
、「
こ
こ
に
い
う
「
相
続
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
「
実
体
論
的
因
果
説
」
に
お
い
て
示
さ
れ
る
「
物
の
持
続
・
継
続
」
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
「
無
自
性
・
空
」
と
い
う
大
乗
空
説
の
「
時
間
論
・
因
果
論
」
の
立
場
に
お
い
て
説
示
さ
れ
る
「
因
果
の
関
連
性
」
を
い
う
に

他
な
ら
な
い
」（「『
論
註
』「
願
生
問
答
」
説
示
の
「
相
続
」
に
い
う
大
乗
空
説
の
原
理
」（
武
田
龍
精
編
『
曇
鸞
浄
土
教
思
想
の
研
究
』
永
田
文

昌
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
1（
）
た
だ
し
、
曇
鸞
は
名
号
を
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
方
便
荘
厳
」
の
功
徳
で
あ
る
と
す
る
が
、
道
綽
は
「
方
便
荘
厳
」
の
語
を
割
愛
し
て
、
阿
弥

陀
如
来
の
「
真
実
清
浄
」
の
功
徳
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
図
は
、
聖
道
諸
師
の
論
駁
に
対
し
、
弥
陀
如
来
が
「
真
実
」（
報
土
）
で
あ
る
こ
と
を

示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
15
）
曇
鸞
は
「
人
天
の
諸
善
、
人
天
の
果
報
、
も
し
は
因
も
し
は
果
、
み
な
こ
れ
顛
倒
、
み
な
こ
れ
虚
偽
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
不
実
の
功
徳
と
名
づ

く
。」（
同
前
・
五
六
）
と
示
し
、
道
綽
は
、「
か
つ
は
因
か
つ
は
果
、
虚
偽
相
習
せ
り
。」（
同
前
・
二
〇
一
）
と
も
述
べ
る
。

（
1（
）
石
川
琢
道
氏
は
、「
阿
弥
陀
仏
の
無
生
で
あ
り
清
浄
な
る
名
号
、
な
ら
び
に
荘
厳
相
が
願
生
者
の
心
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
罪
の
心
や
、

「
生
」
を
実
体
的
な
も
の
と
み
る
意
識
作
用
そ
の
も
の
が
滅
す
る
の
で
あ
り
、
下
品
下
生
者
は
「
無
生
」
を
知
ら
ず
と
も
称
名
を
実
践
し
て
、
願

生
の
心
を
お
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
実
体
と
し
て
の
「
生
」
と
み
て
い
た
こ
と
が
滅
す
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
石
川
琢

道
『
曇
鸞
浄
土
教
形
成
論
─
そ
の
思
想
的
背
景
─
』
一
六
四
頁
）。

（
1（
）
信
楽
峻
麿
氏
は
、「
曇
鸞
に
お
け
る
十
念
と
は
、
観
念
で
も
な
く
、
称
名
で
も
な
く
て
、
ま
さ
し
く
は
憶
念
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
憶
念
の
心

が
他
想
を
雑
え
ず
し
て
心
心
相
続
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。」
と
示
し
て
い
る
（「
曇
鸞
教
学
に
お
け
る
十
念

の
意
義
」『
龍
谷
大
学
論
集
』
三
七
一
号
、
一
九
六
二
年
）。

（
18
）
『
安
楽
集
』
は
、『
観
経
』
の
要
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
『
観
経
』「
下
下
品
」
に
、「
声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
て
、
十
念
を
具
足
し

て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
せ
し
む
。」（『
註
釈
版
』
一
一
六
頁
。）
と
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
道
綽
の
「
十
念
」
は
、「
十
称
の
念
仏
」
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
渡
邊
隆
生
氏
は
、
か
か
る
箇
所
に
つ
い
て
、「
道
綽
で
は
末
法
を
意
識
し
て
、『
観
経
』
に
基
づ
き
、
浄
土
へ
の
願
生
を
勧
め
、
下
機
の
衆
生
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が
臨
終
の
十
念
（
十
称
の
念
仏
）
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
す
る
の
を
、
基
本
的
立
場
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（『
安
楽
集
要
述
』
永
田

文
昌
堂
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
一
頁
）。

（
19
）
池
本
重
臣
『
親
鸞
教
学
の
教
理
史
的
研
究
』（
前
掲
、
二
三
四
～
二
三
九
頁
）
参
照
。

（
20
）
中
西
智
海
氏
は
、
現
世
＝
此
土
（
穢
土
）、
来
世
＝
彼
土
（
浄
土
）
と
い
う
時
間
の
系
列
に
配
当
す
る
思
考
形
態
に
す
で
に
問
題
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
浄
土
・
彼
岸
は
単
な
る
他
界
で
は
な
く
、
浄
土
へ
の
往
生
の
生
は
「
無
生
の
生
」
と
い
わ
れ
る
「
生
」
で
あ
り
、「
横
超
断
」
と
い

わ
れ
る
世
界
で
あ
る
と
示
す
。
そ
の
う
え
で
、「
願
海
に
帰
入
し
、
信
心
の
世
界
に
生
き
る
人
間
は
迷
界
の
因
果
を
滅
し
た
と
い
い
、
如
来
の
願

海
に
帰
入
し
た
と
い
う
け
れ
ど
、
現
身
は
こ
の
生
死
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
つ
ま
り
、
時
間
の

系
列
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
身
は
ど
こ
ま
で
も
「
こ
の
世
」
の
現
実
に
あ
る
。
こ
の
世
の
現
実
の
た
だ
中
に
あ
り
な
が
ら

「
心
を
弘
誓
の
仏
地
に
樹
て
、
お
も
い
を
難
思
の
法
海
に
流
す
」
と
い
う
世
界
に
生
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
即
得
往
生
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
時
間

の
系
列
の
わ
く
の
中
で
現
身
を
お
い
て
い
る
点
で
生
死
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
死
の
中
に
い
な
が
ら
、
浄
土
へ
向
か
っ
て
生
き
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
「
来
世
」
へ
向
か
っ
て
い
る
と
か
、「
他
界
」
に
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
涅
槃
、
す
な
わ
ち
、
滅
度
に
向
か
っ

て
生
き
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
中
西
智
海
『
親
鸞
教
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
九
、
二
一
三
～
二
一
八
頁
）。

（
21
）
こ
こ
に
い
う
「Shinshu T

heology
」（
真
宗
教
学
）
と
は
、
特
に
海
外
に
お
い
て
、
浄
土
教
に
対
す
る
一
般
仏
教
と
異
質
で
あ
る
と
す
る
考

え
を
是
正
し
、
仏
教
教
学
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
あ
え
て
英
語
で
表
記
し
て
い
る
。「Shinshu T

heology

」
に
つ

い
て
は
、
ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
編
著
『
智
慧
の
潮

親
鸞
の
智
慧
・
主
体
性
・
社
会
性

Shinshu T
heology

か
ら
見
え
て
く
る
新
し
い
水
平
線
』

（
武
蔵
野
大
学
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）
前
註
（
（
）、
池
田
宗
譲
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
（
専
門
）
真
宗
学
・
中
国
浄
土
教
）


